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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 平成29年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸①-1
組織体制

項目

①水戸市歴史的風致維持向上計画協議会の実施
②水戸市歴史的風致維持向上計画検討委員会の推進
③水戸市歴史まちづくり推進ワーキンググループによる課題検討

○水戸市歴史的風致維持向上計画協議会：計画の策定及び変更並びに実施に係る連絡調整を
所掌
○水戸市歴史的風致維持向上計画検討委員会：計画の策定及び推進に伴う庁内の連絡調整を
所掌
○水戸市歴史まちづくり推進ワーキンググループ：計画の推進及び改定に係る課題の調査及び
検討

状況を示す写真や資料等

水戸市歴史的風致維持向上計画協議会
　（会長・副会長：学識経験者，　委員：県関係課長及び市関係部長）
　○第１回：平成29年６月29日開催
　　・平成28年度進行管理・評価シートについて
　　・水戸市歴史的風致維持向上計画第２期計画策定について
　

  平成21年度より主要事業に順次着手しており，「水戸市歴史的風致維持向上計画協議会」を設置して，計
画の策定及び変更並びに実施に係る連絡調整を行う。また，計画の策定や改定の際に，必要に応じて教育
部長を委員長に，都市計画部長を副委員長に置き，庁内の関係課長をもって組織する「水戸市歴史的風致
維持向上計画検討委員会」や，歴史文化財課を座長に，都市計画課長を副座長とし，関係課長補佐級を
もって組織する「水戸市歴史まちづくり推進ワーキンググループ」を開催する。
【各会議の実施回数】
水戸市歴史的風致維持向上計画協議会　(１回）

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　来年度の水戸市歴史的風致維持向上計画の第２期計画策定に向けて，関
係者・関係機関との連携をさらに強化し，十分な調整を図っていく必要があ
る。

水戸市歴史的風致維持向上計画協議会

水戸市－１



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成29年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

①大規模建築物等の景観誘導
　良好な景観の形成に支障を及ぼす行為（大規模建
築物等）について，事前届出制度による景観誘導を
図っている（対象区域：水戸市全域）。

②高度地区による建築物の高さの制限
　重要な歴史的資源や自然等の良好な景観を保全
する地区については，地域の特性に応じた規制値を
設定した。
【良好な景観を保全する地区】
●水戸駅北口地区，●弘道館周辺地区，●芸術館
周辺地区，●偕楽園周辺地区，●備前堀周辺地区，
他

③屋外広告物の行為の制限
　弘道館や偕楽園等の水戸を代表する魅力ある眺
望景観の保全を図るため，水戸市景観計画におい
て，屋外広告物の行為の制限について特に重点的
に景観形成を図る区域と位置づけた区域を，「屋外
広告物特別規制地区」に指定した。これらの地区に
ついては，高い位置に設置が可能となる屋上利用広
告物などを規制することにより，良好な眺望景観を保
全することを目指す（条例第６条）。
【規制内容】
これらの地区では，次の屋外広告物は表示できな
い。
●アドバルーン　●屋上利用広告物　●電光装置等
を用いる屋外広告物（電光ニュース・ビジュアルボー
ド等）
また，次の基準を満たす必要がある。
●表示面積の1/4を超えて彩度８を超える色彩を使
用しないこと。　●蛍光，発光又は反射を伴う塗料又
は材料を使用しないこと。 ●ネオン，点滅する照明，
回転灯等を使用しないこと。

①大規模建築物等の景観誘導：水戸市景観計画（平成20年度策定）及び水戸市都市景観条例（平成４年度施行）
により，良好な景観の形成に支障を及ぼす行為（大規模建築物等）の事前届出制度による景観誘導を図っている。
（平成29年度届出件数：５１件（水戸市全域））
②高度地区による建築物の高さの制限：重点区域を含む市街化区域全域（既に高さ規制のある地域を除く）につい
て，高度地区の都市計画決定（平成22年度）により，歴史的資源や自然景観の保全，良好な住環境の保全及び秩
序ある都市環境の創出を図っている。
③屋外広告物の行為の制限：水戸市屋外広告物条例（平成22年度施行）により，重点区域内の「偕楽園・千波湖周
辺地区」及び「弘道館周辺地区」を屋外広告物特別規制地区に指定することで規制を強化し，良好な眺望景観の保
全を図っている（平成29年度許可件数：６１０件（水戸市全域））。既存不適格広告物に関しては，これまで条例に適
合するよう是正指導を行い，撤去又は改修を促し，一定の効果をあげている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

水戸市景観計画の活用

　水戸市景観計画に基づき，重点区域内の４つの地区（三の丸周辺地区，偕楽園周辺地区，
保和苑周辺地区，備前堀周辺地区）を重点的に景観形成を図る地区として位置づけ，それぞ
れの景観形成方針の下に重点的に景観形成を図ることとしている。

弘道館

偕楽園

＜凡例＞

赤･･･商業地域 緑･･･第一種低層住宅専用地域 黄･･･第一種住居地域

濃赤･･･防火地域 紫･･･準工業地域

屋外広告物特別規制地区

水戸市－２



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成29年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

保存活用計画の策定，施設の保存修理，案内施設の整備等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
  弘道館の歴史性を踏まえた環境整備を進め，文化的価値の向上を図るため，平成29年度は次に掲げる事業に着
手した。
　①　枯損木及び支障木の伐採
　②　地支線新設工事(２か所)
　③　仮支線新設
　④　退出専用口整備工事
　⑤　テニスコート跡地の確認調査

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　保存活用計画に基づき文化財の価値が最大限に発揮できる整備を引き続き実
施する。

状況を示す写真や資料等

歴史活き活き！史跡等統合活用整備事業費国庫補助，史跡等・登録記念物・歴史の道保存整備国庫補助等

評価軸③-１
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

弘道館公園整備事業

平成21年度～

④
整
備
前

④
整
備
後

①
伐
採
後

①
伐
採
前

①

②

③

④

⑤

水戸市－３



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成29年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　備前堀沿道区域における優れた都市景観づくり（備前堀の持つ歴史性と調和した和風による統一感
のあるまちなみの形成）に寄与する行為に対して，助成金を予算の範囲内で交付する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成29年度助成事業：29年度は，助成対象範囲の土地購入者から助成金について2件の相談があった。
　（申請相談者との協議・相談については随時実施している）
※備前堀景観推進協議会との打ち合わせ１回

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　平成15年度より始まった当該事業について，すでに該当区域の建造物の２割に
あたる12件の助成を行っており，着実に進捗している。更なる助成に向け，今後も
地元の景観推進団体である「備前堀景観推進協議会」とも意見交換を行いながら
積極的に支援を行い，備前掘の歴史性を活かしたまちなみ形成の維持向上に努
める。

状況を示す写真や資料等

備前堀沿道地区都市景観形成助成事業対象範囲

市単独事業

評価軸③-２
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

備前堀沿道地区都市景観形成助成事業

平成15年度～

助成対象範囲

水戸市－４



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成29年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

道路景観整備事業

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-３
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

北三の丸通り道路景観整備事業

平成25年度～平成32年度

社会資本整備総合交付金(都市再生整備計画事業)

　北三の丸通り(都市計画道路３・４・14号栄町若宮線)の道路改良・電線共同溝事業を実施し，周辺地
区の歴史的風致の維持及び向上を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　29年度は，整備予定区間（延長590m）のうち，延長140mの道路改良・電線共同溝工事を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■整備予定箇所

弘道館

①

②

①

②

着
工
前

着
工
前

着
工
後

着
工
後

水戸市－５



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成29年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

状況を示す写真や資料等

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　後継者が慢性的に不足していることや周知の場が少ないことから，風土記の丘
ふるさとまつりや各地域内のイベントへの参加を促し，伝統芸能の伝承，公開に
努める。

評価軸③-４
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

水戸市民俗芸能文化財等伝承事業補助金交付事業

平成19年度～

市単独事業

　無形民俗文化財等の伝承保存及び後継者育成を図るため，市内の民俗芸能団体の活動に対し補助金
を交付し，重点区域を含む各地域の歴史的風致を生かした魅力あるまちづくりを，官民協働により推
進する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

○助成団体：５団体（大串ささらばやし保存会，大野みろくばやし保存会，杖友会，向井町散々楽保存会，水戸
若鳶会）
・助成金総額：560千円

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

大串ささらばやし（大串ささら保存会）

はしご乗り（水戸若鳶会）

大野のみろくばやし（大野みろくばやし保存会）

田谷の棒術（杖友会）

風土記の丘ふるさとまつり

開催日：平成29年11月12日

開催場所：大串貝塚ふれあい公園

消防出初式

開催日：平成30年１月７日

開催場所：千波公園西駐車場

水戸市－６



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成29年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　 本市には，指定文化財のほかにも指定文化財に匹敵する魅力を持つ文化遺産が数
多く存在している。指定，未指定に関わらず，地域において守り伝えられている歴史的
資源の調査・活用を図る。

状況を示す写真や資料等

【平成29年度水戸市指定文化財】
　①水戸台地出土弥生・古墳時代折衷土器群　６点
　　指定年月日：平成30年２月９日
【平成29年度に実施した文化財の調査】
　①石河明善日記（市指定文化財）の翻刻（年16回），関連講座の開催（年38回）
　②市指定天然記念物ヒカリモ（備前町）の調査（12回）
【水戸市文化財保護・保存・活用基本計画(第２次)の策定】
・文化財を取り巻く市民意識及び社会環境の変化に対応し，文化財の保護・保存・活用に係る施策を一層推進する
よう努める。

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財指定，調査，保存活用計画策定等の推進

　市内に存在する歴史的に価値の高い文化財を，取扱に関する啓発の不足，開発及び生活環境の変化に
よる消滅・損壊から積極的に保護するため，種類別に調査を実施し，実態の把握や文化財の指定に努
め，効果的な保存・管理を図る。

水戸台地出土弥生・古墳時代折衷土器群

①②大鋸町遺跡出土壺 ③大塚新地遺跡出土壺

平成29年度 市指定文化財

石河明善日記の調査

ヒカリモの調査

文化財の調査

① ②

③

おがまちいせき おおつかあらじいせき

史跡「台渡里官衙遺跡群」発掘調査

水戸市－７



進捗評価シート （様式１-４）
評価軸④-２

評価対象年度 平成29年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内

容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
【文化財の修理事業】
○六地蔵寺所蔵典籍・文書保存修理事業
  昭和48年から，六地蔵寺に伝わる六地蔵寺所蔵典籍・文書（県指定文化財）の保存修理を順次実施し，平成29年度は，「眞
言二字義」など計18点の文書等の裏打ち補修を実施した。
○四脚門修理事業（六地蔵寺）
　平成23年３月に発生した東日本大震災で，門全体のゆがみが生じたため，修復工事を進めた。（～平成30年度）

【文化財の防災事業】
○文化財防火デーの実施（平成30年１月26日，於：報佛寺，参加者42名）
　報佛寺の協力のもと，県指定文化財に指定されている「銅造　大黒天像」が保管されている本堂からの出火を想定した防災
訓練を実施した。

【文化財の整備事業】
○文化遺産説明板等の設置
　先賢志士指導標柱修繕(妙雲寺)：５本

【文化財の整備事業】 【文化財の修理事業】

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の修理，整備，防災事業の推進

【文化財の修理・整備】文化財に対する保護・整備を拡充するため，所有者・管理者等との連携を図り，必要に
応じて修理・整備に努める。
【文化財の防災】防災体制，設備の整備を図るとともに，防災訓練や啓発事業を実施する。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　文化財の防火・防災については，今後も周辺地域による協力体制の強化と定期的な訓練
を実施していくことが重要である。
　文化財の修理・整備については，市内の文化遺産説明板の老朽化が目立つため，計画的
に修繕を進める。

状況を示す写真や資料等

六地蔵寺所蔵典籍・文書保存修理事業

文化財防火デー

開催日：平成30年１月26日 開催場所：報佛寺

先賢志士指導標柱修繕（妙雲寺）

修
理
前

修
理
後

四脚門修理事業（六地蔵寺）

現

況

【文化財の防災事業】

修
理
前

修
理
後
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成29年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　今後も引き続き，本市の歴史的資源について，地域に向けた積極的な発信に努めるととも
に，本市の魅力向上に向けた普及・啓発事業を推進する。

【平成29年度に実施した主な文化財普及・啓発関連事業】
①平成29年４月１日～15日・８月１日～15日・12月20日～平成30年１月８日　文化財ライトアップ　場所：水戸市水道低区配水塔
②平成29年７月22日　博物館「夏の昆虫観察会」　場所：逆川緑地　参加者：26名
③平成29年７月22日・９月９日　かやぶき体験教室　場所：埋蔵文化財センター　参加者：９１名
④平成29年９月２日・15日　博物館「わたしは戦争を忘れない‐子どもたちと戦争‐」　場所：県立歴史館　参加者：269名
⑤平成29年８月２日・７日　水戸郷土かるためぐり　場所：弘道館ほか３か所　参加者73名
⑥平成29年７月30日・８月20日・11月12日　勾玉をつくろう　場所：埋蔵文化財センター　参加者：279名
⑦平成29年８月19日　ダイダラボウ大昔たいけん隊　場所：埋蔵文化財センター　参加者：64名
⑧平成29年８月27日・９月24日・10月22日　世界遺産登録推進連続講座「世界遺産を目指す　近世日本の教育遺産群」　参加者：70
名
⑨平成29年10月11日・26日　史跡めぐり　場所：大山守大塲家郷士屋敷・戸定邸　参加者：80名
⑩平成29年10月21日・11月４日・25日　水戸再発見リレー講座「それぞれの1867-1868年－歴史が動いた幕末維新，その時当事者た
ちは－」　参加者：244名
⑪平成29年11月３日～平成30年２月25日　遺跡でブラタモリｉｎ水戸展～再発見！水戸黄門はなぜ人気があった？～　場所：埋蔵文
化財センター　来館者：4,000名
⑫平成29年11月12日　風土記の丘ふるさとまつり　場所：埋蔵文化財センター　来園者：6,000名
⑬平成30年１月７日～28日　水戸郷土かるた大会(予選)　場所：市内各所　参加者：2,100名
⑭平成30年２月17日　水戸郷土かるた中央大会　場所：見川総合運動公園　参加者：370名

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸④-３
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財に関する普及・啓発の推進

　史跡めぐりや水戸郷土かるた関連事業をはじめとする各種普及・啓発事業を推進し，市民の歴史・文化に対す
る意識向上を図る。

③かやぶき体験教室①文化財ライトアップ

⑥勾玉をつくろう⑤水戸郷土かるためぐり

⑨史跡めぐり⑦ダイダラボウ大昔たいけん隊 ⑩水戸再発見リレー講座

⑭水戸郷土かるた中央大会

②夏の昆虫観察会

⑪遺跡でブラタモリｉｎ水戸展

④わたしは戦争を忘れない

－子どもたちと戦争－

⑫風土記の丘ふるさとまつり

水戸市－９



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 平成29年度

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

弘道館開館160年記念講座 平成29年5月9日 NHK NEWS・読売新聞

水戸城大手門復元 平成29年4月4日 毎日新聞

瓦の寄付伸び悩む 平成29年4月29日 茨城新聞

樹齢200年しだれ桜満開 平成29年4月8日 産経新聞
二の丸角櫓・大手門復元へ 平成29年4月11日 産経新聞

桜田門外の変参加・斎藤乾物が読んだ祝詞原本公開

「一枚瓦城主」募集２年延長 平成29年5月15日 朝日新聞

大手門復元　水戸の「顔」に 平成29年5月7日 東京新聞

「歴史的景観」向上へ 平成29年4月19日 茨城新聞
江戸時代の授業って？弘道館で30人体験 平成29年4月24日 朝日新聞

平成29年4月25日 読売新聞
平成29年4月25日 毎日新聞

旧水戸城「大手門」復元６月着工「二の丸角櫓」「土塀」も順次

振り返る「茨鉄線」の歴史　当時の写真展示，映像上映も(博物館) 平成29年7月6日 朝日新聞・毎日新聞
好文亭ふすま絵搬出開始　水戸の工房で修復へ 平成29年7月4日 読売・茨城・朝日・日経

大政奉還150年，水戸滞在中の新史料　徳川慶喜　彰義隊の動向を警戒 平成29年5月10日 読売新聞

歴史学び，郷土愛　明治維新150年　水戸市が事業拡充 平成29年6月3日 茨城新聞

偕楽園の洞窟600年前を体感 平成29年6月5日 朝日新聞
にぎわい創出目指す　水戸城「大手門」復元　起工式 平成29年6月8日 茨城・日経・朝日・産

斉昭の建学精神学ぶ　弘道館で記念講座 平成29年5月12日 茨城新聞・朝日新聞

旧水戸城大手門復元　水戸市，来月着手 平成29年5月17日 日経新聞

弘道館に論語の書　日展理事の星さん寄贈 平成29年7月6日 読売新聞
水戸藩伝承の泳法で遠泳大会 平成29年7月17日 NHK NEWS
弘道館東側　国有地取得へ 平成29年7月31日 茨城新聞

終戦の日「水戸空襲」を語る催し(博物館) 平成29年8月15日 NHK NEWS・茨城・毎日
和算や論語面白い　江戸時代の授業体験 平成29年8月20日 読売新聞

文化財改修，市町村へ権限　文化庁保護法改正方針地域振興に活用 平成29年8月12日 茨城新聞

偕楽園「好文亭」ふすま絵修復　桜，紅葉鮮やかに

ふすま絵修復着々　水戸・好文亭 平成29年8月23日 茨城・東京・読売・毎日
明治維新150年記念　幕末テーマに講座 平成29年9月13日 茨城新聞

かやぶき，黄金色に　県立歴史館で見学会 平成29年8月23日 茨城新聞

休息の場“陰と陽”調和　偕楽園 平成29年9月15日 茨城新聞
弘道館の歴史学ぶ　建設の目的や役割 平成29年9月28日 茨城新聞
藤田東湖の最後の書を公開 平成29年10月2日 NHK NEWS

平成29年10月11日 茨城新聞
水戸・下市　常陸第三宮　吉田神社例大祭 平成29年10月12日 茨城新聞
水戸藩ゆかりの地巡る　大塲家屋敷や戸定邸 平成29年10月14日 茨城新聞
弘道館東側　駐車場や広場整備　水戸市観光客の回遊性向上 平成29年10月29日 茨城新聞
文化財，未来へ継承を　「弘道館復旧」語る 平成29年11月7日 茨城新聞
遺跡から歴史ひもとく　近世水戸や光圀公の偉業　「ブラタモリin水戸展 平成29年11月9日 茨城新聞・よみうりタウ
弘道館の歴史と教育を学ぶ講演会 平成29年11月18日 NHK NEWS
徳川斉昭の思い探る　弘道館で合同授業 平成29年12月19日 茨城・NHK NEWS
大根むき花　水戸に咲く 平成29年12月24日 日経新聞
移動式茶室を展示　水戸東照宮 平成29年12月30日 茨城新聞
水戸が“天下の魁”と呼ばれたのには理由がある～過去を振り返り，未来を考える～ 平成30年1月1日 茨城新聞
国内最大級の瓦塀　水戸城大手門跡　高さ５メートル規模 平成30年1月16日 茨城，東京，日経，朝
文化財を守ろう　住民ら防火訓練 平成30年1月29日 茨城新聞
大根むき花　アート学ぶ 平成30年2月6日 茨城新聞
一橋徳川家200年の歩み　県立歴史館で特別展 平成30年2月8日 読売新聞
偕楽園バリアフリー化　スロープ/多目的トイレ 平成30年2月8日 茨城新聞
水戸の梅まつり開幕　来月上旬に見頃 平成30年2月18日 茨城，東京新聞
偕楽園バリアフリー化 平成30年2月8日 茨城新聞
つぼ型土器　文化財指定　６点　弥生・古墳期「折衷様式」 平成30年2月10日 茨城・毎日・読売新聞
水戸の梅まつり 平成30年2月14日 茨城新聞
水戸の梅まつり開幕 平成30年2月18日 茨城・東京新聞
聖徳太子像　華麗な彩色 平成30年2月25日 茨城新聞

茨城に世界遺産を　水戸など調査　「日本の教育遺産群」 平成30年3月23日 産経新聞

弘道館戦争　同学の藩士同士　争った悲劇 平成30年3月3日 朝日新聞
イコモス国内委　弘道館視察 平成30年3月4日 読売新聞
夜の「梅まつり」楽しむ 平成30年3月8日 読売タウン
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状況を示す写真や資料等

※茨城新聞より転載許可済

水戸市ツイッター

茨城新聞

「国内最大級の瓦塀」

平成30年１月16日

茨城新聞

「つぼ型土器 文化財指定」

平成30年２月10日

歴史文化財課発信記事
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平成29年度
・法定協議会等におけるコメント

（今後の対応方針）

・水戸城大手門，二の丸角櫓，土塀整備など，歴史的風致維持向上に貢献する重要なプロジェク
トが進行中のため，史跡を守りながら，県と市が協力して事業を推進する。
・備前堀沿岸地区都市計画形成助成事業の推進のため，今後も市と地元の協議会との協議を進
める。
･第２期計画策定を円滑に行えるよう，県と市，そして関係者と綿密な協議を行う。

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度

コメントが出された会議等の名称：平成30年度第１回水戸市歴史的風致維持向上計画協議会

会議等の開催日時：平成30年５月21日（月）　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　　　（会場：水戸市総合教育研究所）

（コメントの概要）

１　進捗評価シートについて
（１）弘道館の整備事業について（３頁）
　弘道館の保存活用計画書が策定されたことにより，中長期的な視点で弘道館の整備が行われ
ることにあわせ，昨年度は，テニスコートの跡地の活用について，事前確認調査を行った。今後も
市と県の連携を強め，計画に基づいた調査及び整備を進めていただきたい。
　また，偕楽園公園についても第２期計画の事業項目に是非入れていただき，中長期的な整備
計画を検討していただきたい。
（２）備前堀沿道地区都市計画形成助成事業について（４頁）
　昨年度，助成対象範囲の土地購入者から助成金について2件の相談があったが，その後も協
議中ということで，申請相談者との協議・相談について随時実施し，今後も積極的に助成を行い，
歴史的景観の向上を推進できるよう，ぜひお願いしたい。
（３）効果・影響等に関する報道について（１０～１１頁）
　前年に比べて報道件数が増加しているが，水戸市の文化財行政や歴史まちづくりの事業につ
いて，これからも積極的にＰＲしていただきたい。

２　第２期計画策定について
　今年度は，歴史的風致維持向上計画最終評価の提出年度となる。最終評価シート作成を通し
て，個別事業の反省点や全体の課題を見直しつつ，文化財保護とまちづくりの両面について先見
性をもって第２期計画をしっかりと策定していただきたい。最終評価シートは１期計画の成果を
しっかりと明記してほしい。また，水戸城周辺の整備はもちろん，それ以外の地区の整備も，引き
続き進めていただきたい。

３　水戸城大手門等復元整備について
　大手門につづき，この６月から二の丸角櫓の復元整備工事が始まると聞いている。あわせて，
土塀周辺の発掘調査が今週からはじまる。史跡を大事に守りつつ，円滑に事業を進めていただ
きたい。復元事業であることから，調査・考証を綿密に行いながら事業を進めていただきたい。

協議会の開催状況
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